
　東日本大震災で発生した巨大津波は，沿岸
部に大きな被害をもたらした。“想定外”と
言われる今回の津波だが，過去の大津波が地
中に残した津波堆
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物などを調査し，津波到
来の可能性を指摘していた東北大学の今村文
彦教授にお話を聞いた。 津波で倒壊したコンクリートの建物（女川町）
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　2014年東北大学災害科学国際研究所所長に。
　﹁津波工学研究では，今回の巨大津波災害の実態を明らかにし，我が国の津
波総合防災対策を見直すことで，二度と同じ悲劇を繰り返さないための減災シ
ステムを作り上げるという使命を持っている。﹂ と話す。

　私たちは，広域での津波災害を軽減するために，環太平洋
での総合的な防災対策・技術を開発することを目的としてき
ました。その代表がリアルタイム津波監視システムであり，
GPS波

は
浪
ろう
計のように現在整備されつつある高密度な津波観

測網をネットワーク化し，数値シミュレーションモデルと融
合するものです。この情報を各自の避難などに役立てていた
だくために，携帯電話などの利用も検討しています。

　従来，津波の防災対策はハード面が中心であり，それが地域を守る 要
かなめ
として位置

付けられていました。しかし，それにも限界がありソフト対策（情報，避難，啓発・
意識高揚）でカバーしようとしてきました。これらのプロセスを，どこに何が必要か
という観点で地域，行政，専門家の協力を基に，一から考え直す必要があります。こ
うした体制を築くことができれば，私たちがこれまで実践してきたこと（情報，減災
システム，避難体制，防災教育）が，さらに効果的に生かせると考えます。
　今回の震災で明らかになったように，防災には，エネルギー問題，少子高齢化，自
然との共生など様々な課題が関係しています。こうしたことを正面から見つめ直し，
自分が貢献できることを探していってほしいと思います。

津波工学が目指してきたこと4

津波研究の方向性と中学生に期待すること5

　東日本大震災での地震の震源は宮城県沖であり，想定されていた位置より少し沖で
起こりました。最初は福島，宮城，岩手の沿岸を中心にした活動でしたが，すぐに北
は青森，南は茨城，千葉方向に広がり，余震の分布も東北，関東地方の太平洋沖の広
範囲にわたっています。主な断層活動の範囲は，南北約450km東西約200kmである
と推定されています。過去この地域は，三陸沖，宮城県沖，福島県沖，海溝沿いな
ど，個別地域で発生してきましたが，今回は超巨大地震が一気に連動して発生したこ
とになります。東北及び関東の太平洋沖は，過去においても津波を伴う地震が発生し，

今回の津波と被害の特徴3

　忘れもしません。東北大学工学部土木工学科の学生の頃，秋田県沖で日本海中部地
震が起きました。この地震において日本海沿岸の男鹿市や能代市などで約100人が津
波で亡くなりました。この中には海岸を訪れていた小学生十数人も含まれていました。
﹁海なし県﹂ と言われる山梨県で育った私には，海や津波についての知識はあまりあ
りませんでした。津波の被害実態に間近に接して衝撃を受けた私は，それ以降津波防
災の研究に進みたいと思うようになりました。

津波防災の道を志した理由2

　津波工学研究室は，実践的で工学的な立場から津波を研究する世界唯一のもので
す。災害対策や制御の理念に基づいて，国内外の現地調査研究や高精度津波数値予測
システムの開発，地域の津波災害対策支援を主な研究の対象としています。

東北大学津波工学研究室の役割1

被害を繰り返し受けてきた地域です。特に1896年の明治三陸地震による津波では，
地震による揺れが小さいにも関わらず，最大遡
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高さ38mを記録し，22,000名の

命が失われました。﹁TSUNAMI﹂ という日本語が世界で知られるようになったの
は，これが理由の一つとされています。今回の大震災でも津波による被害は多大な
ものになりました。

2011年チリ地震津波の
伝
でん

播
ぱ

の様子

2322

第3章

1

2322

理　科世界で最も自然災害のリスクが高い日本

第

３
章

１
世
界
で
最
も
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
が
高
い
日
本


